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東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

・1/24(月)の立ち入り検査に向けて、カルテチェック・チェック表の提出を早急に行って下さい。

・隔離・拘束の新しいハンコが出来ています。2月より使用できる様、進めていきます。

＜患者様連絡事項＞

・奥寺　徹　様　～患者様移動に伴い16号から13号室へ移動しています。

・竹内　恒子様　～総合感冒薬（PL）が2日分継続処方。

・中山　真由美様～ボラザG軟膏が７日分継続処方。

＜隔離室入室・身体拘束患者様ケース検討＞

・池野　功一様　～身体拘束継続中。スタッフ介助にて入浴行っています。歩行はスムーズ。また、体幹・上肢の拘束解除にて食事は自力摂取し、再拘束の説明にも拒否無く応じています。検温時の唾吐き行為、急に奇声をあげる事あり、疎通は不良。スタッフ付き添いでの歩行訓練を行って行きましょう。

・畑中　成夫様　～終日隔離継続中。食事・服薬は問題なく行えていますが、介入時の表情硬く「風呂あがりにやれといっている」との神発言、入浴の促しにも「自信が無い」との事で清拭・更衣のみとしています。引き続き、突発的行動に注意して関って行きましょう。

・泉川　ケイ子様～粗暴言動・暴力行為にて1/18より終日隔離となっています。入浴の為退室していますが、表情良く他患者様への話しかけも見られています。精神症状の観察・突発行動・衝動行為に注意し、スタッフ付き添いにて解放時間を設けて行きましょう。
＜措置入院患者様ケース検討＞

・神田　直樹様～生活リズムの乱れより1/19(水)ＢユニットよりＡユニットへ移動。引き続き、生活リズムを整えられるように声掛けしていきましょう。

・鈴木　和則様～プログラムには参加できていますが、その他は臥床傾向となっています。陰性症状等はありませんが、負荷がかかると突発的に他害行為を生じる可能性もあるため、今後も生活状況や言動に注意して関っていきましょう。

・西舘　啓子様～家族に対しての被害妄想・言動は聞かれていませんが、精神福祉センターへ措置入院解除の手紙を出しており、主治医や職員と段階を経て相談していくとの説明には本人納得されています。引き続き安定した生活ができるように関って行きましょう。

＜転入患者様＞

・中居　松男様（67歳）　主病名：統合失調症　　合併症：前立腺肥大
　　　　　　　　　　　　主治医：安ヶ平先生　　Ａユニット16号室

平成22年8月29日自殺企途・情緒不安定あり当院6回目の入院。10月4日西病棟Ｂユニットへ転入。平成22年12月「アパートの様子を見に行きたい」とのことで担当看護師・PSWと外出日程を調整。平成23年1月14日自宅アパートへ外出。その後より「アパートにあったはずの通帳がない」「スタッフに盗られた」などの訴え多くなり、睡眠の不安定さ出現。睡眠薬処方し様子観察していた。以後も気分の不安定さ・感情失禁が続き、被害妄想・希死念慮の増加・食事摂取量の低下が見られる。平成23年1月21日通帳を探すため、再びＰＳＷと共に外出。通帳を発見するも帰院を拒む。帰院後、疲れきった様子で一点凝視し臥床。声がけへの返答なし。平成23年1月22日起床後より他室侵入・他者の私物をいじる、詰め所へ進入するなどの行動見られることから病状悪化により西Ｂ→東Ａユニットへ転棟。
転入直後、「何もできねえ」と話すとその後は無言でホール内徘徊している。ややぼんやりした表情みられる。危険行為の有無、所在の確認を密に行い、睡眠が確保できるよう援助して行きましょう。
